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【解　説】

1（6）　 1
2×3＝

1
2 －

1
3 を利用すると、次のように式を変形することができます。

1
4×5＋

1
5×6＋

1
6×7＝

1
4 −

1
5 ＋

1
5 −

1
6 ＋

1
6 −

1
7

＝ 1
4 −

1
5 ＋

1
5 −

1
6 ＋

1
6 −

1
7

＝ 1
4 −

1
7

＝ 3
28

2（1）　（角度）

図に角の大きさを書きこむと、右の図のように

なります。

右の図の太線の三角形に着目します。

180－（30＋45）＝105（度）

（2）　（N進法）

左から順に㉜⑯⑧④②①を表しています。

○●●○●○＝16＋8＋2＝26

（参考）�この問題は、○と●の２種類の記号を使って数を表す２進法の問題で、○を０、

●を１とみなします。

　　　�２進法の位取りは右から順に、１の位、２の位、４の位（＝2×2）、８の位（＝2×2

×2）、16の位（＝2×2×2×2）、32の位（＝2×2×2×2×2）となります。

　　　○●●○●○＝32×0＋16×1＋8×1＋4×0＋2×1＋1×0＝26

（3）　（食塩水の問題）　

200×0.04＋600×0.16＝104（g）……できた食塩水にふくまれる食塩の重さ

200＋600＝800（g）……できた食塩水の重さ

104÷800＝0.13→13％

（4）　（通過算）

AがBを追いこし始めるとき、Bの最前部とAの最後部は140＋130＝270（m）離
はな

れています。

そして、AがBを追いこし終わるとき、Bの最前部とAの最後部が同じ場所にきます。

270÷（23－17）＝45（秒）

（5）　（年
ねん

令
れい

算）

A君のお母さんの年
ねん

令
れい

がA君の年令の２

倍になるのを□年後として線分図に整理

すると、右のようになります。

２人の年令の差は何年後でも変わらない

ので、□年後のA君の年令が26才（＝37

60°

30° 45°

ｘ

37才□年後

母

26才11才
Ａ
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－11）であることがわかります。

26－11＝15（年後）

（6）　（円すい）

すい体の体積は「底面積×高さ× 1
3 」で求められます。

3×3×3.14×4× 1
3 ＝37.68（cm

3）

3 　（時計算）

（1）　10時ちょうどのとき、長
ちょう

針
しん

と短針が作る大きい方の角の大きさは、360÷12×10＝300（度）

です。

（2）　長針は１分間に６度（＝360÷6）、短針は１分間に0.5度（＝30÷60）進むので、２つの針は

１分間に6－0.5＝5.5（度）ずつ近づきます。

300－5.5×10＝245（度）……�10時10分を指しているときに長針と短針が作る大きい方の

角の大きさ

360－245＝115（度）

（3）　300÷5.5＝54 611（分）より、10時54
6
11 分とわかります。

4 　（方陣算）

（1）　たて、横それぞれに11枚
まい

ならんだ正方形を作るので、必要なタイルの枚数は11×11＝

121（枚）です。

（2）　正方形の形にタイルをならべたとき、ならべたタイルの枚数の合計は、（１辺にならぶ数）

×（１辺にならぶ数）で求められます。

12×12＝144、13×13＝169、14×14＝196、15×15＝225より、最大で「１辺14枚の正方

形」を作ることができます。

（3）　「１辺にならぶタイルを１枚増やした正方形」を作ると

きに新たに必要となるタイルの枚数は、34＋17＝51（枚）

です。つまり、右の図の斜
しゃ

線
せん

部分が51枚にあたります。

（51－1）÷2＝25（枚）……�初めに作った正方形の1辺

にならぶ枚数

25×25＋34＝659（枚）

１枚

１枚

初めに作った
正方形
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5 　（条件不足のつるかめ算）

（1）　20－8＝12（個）……10gと５gのおもりの個数の合計

134－8×8＝70（g）……10gと５gのおもりの重さの合計

つるかめ算の考え方を利用します。

（70－5×12）÷（10－5）＝2（個）

（2）　（8×1＋5×1）÷（1＋1）＝6.5（g）……８gのおもりと５gのおもりの平均

この値を利用すると、この問題は、「10gのおもりと6.5gのおもりが合わせて30個あり、

重さの合計は216gとなる」という条件に置きかえることができ、つるかめ算の考え方が利

用できます。

（10×30－216）÷（10－6.5）＝24（個）……８gと５gのおもりの個数の合計

24÷2＝12（個）

（3）　重さの一の位に注目すると、100gを作るためには、８gのおもりの合計を8×5＝40（g）、

または、8×10＝80（g）にしなければならないことがわかります。

８gのおもりを10個使うとすると、10gのおもりと５gのおもりを３個（＝13－10）使って

20g（＝100－80）を作ればよく、（20－5×3）÷（10－5）＝1より、10gを１個、５gを２個（＝

3－1）使えばよいことがわかります。

８gのおもりを５個使うとすると、10gのおもりと５gのおもりを８個（＝13－5）使って60g

（＝100－40）を作ればよく、（60－5×8）÷（10－5）＝4より、10gを４個、５gを４個（＝8

－4）使えばよいことがわかります。

6 　（仕事算）

（1）　かべ全体の広さを１とします。

1÷10＝
1
10

（2）　1÷15＝ 1
15 ……弟が１時間にぬるかべの広さ

1
10 ＋

1
15 ＝

1
6 ……兄と弟の２人で１時間にぬるかべの広さ

1÷ 1
6 ＝6（時間）

（3）　もし、兄も弟も休まなければ、兄はあと 1
10 ×4＝

2
5 、弟はあと

1
15 ×3＝

1
5 だけ多

くぬることができるので、全部で1＋ 2
5 ＋

1
5 ＝1

3
5 の広さのかべをぬることができ

ます。

よって、1 35 の広さのかべを兄と弟の２人でぬるのにかかる時間を求めればよいことに

なります。

1 35 ÷
1
6 ＝9

3
5（時間）より、９時間36分となります。
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7 　（集合算）

　�　最多、最少、範
はん

囲
い

の値を問われているので、極
きょく

端
たん

�

な場合を考えて整理すると、右のような 2本の線分

図になります。

（1）　英語、国語のテストがともに80点未満の生

徒が最も多い場合は、右の図の下の線分図

のカの部分で、50－32＝18（人）と考えられ

ます。

（2）　国語のテストだけが80点以上の生徒が最も

多い場合は、右の図の上の線分図のウの部

分で、50－32＝18（人）と考えられます。

（3）　英語のテストだけが80点以上の生徒が最も多い場合は、線分図のアの部分で、50－26＝

24（人）と考えられます。

また、英語のテストだけが80点以上の生徒が最も少ない場合は、線分図のエの部分で、

32－26＝6（人）と考えられます。

よって、英語のテストだけが80点以上の生徒は、 6人以上24人以下と考えられます。

8 　（立方体と三角すい）

（1）　立方体の体積から、三角すい４つ分の体積をひいて求めます。

12×12×12－6×6÷2×12× 1
3 ×4＝1440（cm

3）

（2）　切り取った三角すい１つ分の展
てん

開
かい

図
ず

は右のように

１辺が12cmの正方形になります。

12×12＝144（cm2）

（3）　三角すいを切り取ることによる表面積の増

減で考えます。

切り取った三角すい１つ分の展開図は４つ

の三角形に分けられます。

すると、三角すいを１つ切ることで、影
かげ

を

つけてない部分の表面積の合計が減り、影をつけた部分の表面積が増えることがわかり

ます。

6×6÷2＋6×12÷2×2＝90（cm2）……減る面積の合計

144－90＝54（cm2）……増える面積

つまり、１つの三角すいを切り取ると、もとの表面積よりも90－54＝36（cm2）減ることに

なります。

12×12×6－36×4＝720（cm2）

6cm

6cm

6cm

6cm

12cm

50人

ア イ ウ

エ

英語80点
以上32人

国語80点
以上26人

国語80点
以上26人

英語80点
以上32人

オ カ
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小学6年  社会 ── 解答と解説
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66 67656463
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29 30
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31

問12

32 33

問９

問２

48 49 50 5147

問１ 問３ 問４

問１

6160
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問６ 問７ 問８ 問９問５

（1） （2）

5653 54 5552

問10 問11

59

（1） （2）

5857

68

4
（2）

36 37
ため。

問３

62

（から吹いてくる）

から。

神奈川県は

問５

25

（1）

上越（じょうえつ） エエイ

イ 堺

促成（そくせい）

エ ア ウ

エ ア ア 青森

ウ イ ウイ

アりんご 和歌山県 エ

　 　 通 勤 通 学 で 他 都 県 へ 行

く 人 が 来 る 人 よ り 多 い

正 式 な 貿 易 船 と 倭 冦

を 区 別 す る

北 西 浜松 リニア

ア

ウ

イ

アエ イ

ウ

わ こう

ア

ウ ア イエ

宋（そう） イイ ウウ

アエ エ

一揆（いっき）
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【解　説】
1　政令指定都市に関する問題
　最初に①～⑫の政令指定都市を確定しま
す。①は札

さっ

幌
ぽろ

市、②は仙
せん

台
だい

市、③は新
にい

潟
がた

市、
④は千葉市、⑤は横

よこ

浜
はま

市、⑥は浜
はま

松
まつ

市、⑦
は名古屋市、⑧は京都市、⑨は堺

さかい

市、⑩は
岡
おか

山
やま

市、⑪は広島市、⑫は福
ふく

岡
おか

市です。
問１　アは新潟市、ウは名古屋市、エは横
浜市の人口です。札幌市の人口は北海道
全体の約36％を占めています。
問２　仙台市で８月６日から８日にかけて
行われるのが七夕祭りで、江

え

戸
ど

時代から
の歴史があります。仙台市は人口約108
万人の東北地方最大の都市で、江戸時代
は城

じょう

下
か

町
まち

として発
はっ

展
てん

しました。アは青森
市などで行われるねぶた祭り、イは山形
市などで行われる花

はな

笠
がさ

祭り、ウは秋田市
で行われる竿

かん

灯
とう

祭りです。
問３　上

じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

は埼
さい

玉
たま

県の大宮駅と新潟
県の新潟駅を結んでいる、全長約300km
の新幹線です。ほとんどの列車は東京駅
まで直通しています。路線名の上は旧国
名の上

こう

野
ずけ

国（群馬県）、越
えつ

は越
えち

後
ご

国（新
潟県）から名付けられています。
問４　アは成田国際空港、ウは名古屋港、
エは千葉港です。千葉港は石油化学工業
や鉄
てっ

鋼
こう

業の盛
さか

んな京葉工業地
ち

域
いき

が周辺に
あることから石油製品などの輸出が多く
なっています。イは東京港の輸入品目を
示しています。
問５（１）昼夜間人口比率が100％を超

こ

え
ている都道府県は、昼間流入してくる人
口が多いということを示しています。逆
に神

か

奈
な

川
がわ

県などは、東京都に通
つう

勤
きん

通学な
どで移動する人口が多いためその率が低
くなっています。
　（２）北西季節風は日本海側には大雪を

もたらしますが、山脈を越えた関東地方
には乾

かん

燥
そう

した風として吹
ふ

いてきますの
で、関東地方の冬の降

こう

水
すい

量
りょう

は少なくなり
ます。
問６　静

しず

岡
おか

県浜
はま

松
まつ

市では、輸送機器の製造
品出荷額が多くなっています。静岡県内
では静岡市を抜いて最も人口の多い都市
となっています。
問７　リニア中央新幹線は正しくは中央新
幹線という整備計画路線です。現在
2027年度の東京・名古屋間の開業を目
指して工事が進められていますが、最高
設計速度が時速505kmのため、開業すれ
ば東京と名古屋の間が最速40分で結ば
れる予定です。
問８　京都市では清水焼の他に西

にし

陣
じん

織、京
きょう

友
ゆう

禅
ぜん

、京
きょう

漆
しっ

器
き

などの伝統的工芸品が生産
されています。益子焼は栃

とち

木
ぎ

県益子町、
九谷焼は石川県金沢市や能美市、有田焼
は佐賀県有田町とその周辺の地域の伝統
的工芸品です。
問９　堺

さかい

市は大
おお

阪
さか

市の南にある人口約84
万人の都市で、大阪湾

わん

沿
ぞ

いには石油化学
工業などが発達しています。
問10　後楽園は17世紀の末に岡山藩

はん

主
しゅ

の
池
いけ

田
だ

綱
つな

政
まさ

が家臣に命じてつくらせた庭園
です。日本三名園には他に兼

けん

六
ろく

園が石川
県金
かな

沢
ざわ

市に、偕楽園が茨
いばら

城
き

県水戸市にあ
ります。三

さん

溪
けい

園は横浜市内にある日本庭
園です。
問11　広島市は太田川の河口付近に形成
された三角州上に市街地が広がってい
て、市内にある原

げん

爆
ばく

ドームは世界文化遺
産に登録されています。原爆ドームは登
録名では広島平和記

き

念
ねん

碑
ひ

といいます。厳
いつく

島
しま

神社は広島県廿
はつ

日
か

市
いち

市にある世界遺
い

産
さん

、扇
せん

状
じょう

地
ち

は川が山から平地に出る付近

社会─解答と解説



に形成される扇
せん

形
けい

状
じょう

の地形です。
問12　福岡空

くう

港
こう

からは中
ちゅう

華
か

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

の
北京、上海など９都市、大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

のソウ
ル、釜

ぷ

山
さん

など３都市、台
たい

湾
わん

の台北など２
都市、アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

のハワイ州ホノル
ル、グアム島との間に定期便が就

しゅう

航
こう

して
います。他にベトナム、シンガポール、
タイなどの国の間にも定期便が就航して
います。

2　農業に関する問題
　最初にＡ～Ｆの作物を特定します。Ａは
キャベツ、Ｂは米、Ｃはみかん、Ｄは大豆、
Ｅはピーマン、Ｆはももです。
問１　愛知県内の市町村別キャベツの出荷
量は、渥

あつ

美
み

半島西部の田原市が第１位、
東部の豊橋市が第２位となっています。
知多半島は渥美半島の北西にある半島、
伊
い

豆
ず

半島は静
しず

岡
おか

県、志
し

摩
ま

半島は三重県に
あります。
問２　群馬県嬬

つま

恋
ごい

村は標高が1000m以上あ
り、夏でも涼

すず

しい気候を生かした高原野
菜の生産が盛

さか

んです。
問３　イは飼肥料用作物、ウは野菜、エは
麦類です。
問４　銘

めい

柄
がら

（ブランド）を持つ米を銘柄米
といい、詳

しょう

細
さい

はJAS法に基づいて定めら
れています。つがるは青森県西部の旧国
名で、「つがるロマン」は弘

ひろ

前
さき

市を中心
とした津

つ

軽
がる

地方で主として生産されてい
ます。青森県内では「まっしぐら」に次
ぐ作付け面積となっています。
問５　りんごは冷

れい

涼
りょう

な気候に適した果物
で、最も生産量の多い青森県では明治時
代から栽

さい

培
ばい

が本格化しました。
問６　バナナは2015年には約96万トンが
輸入されています。以下パイナップル、

グレープフルーツ、オレンジ、キウイフ
ルーツの順になります。
問７　みかんは年平均気温が15℃～ 18℃
くらいで、冬の最低気温が－５℃以上の
地域が栽培に適しています。以

い

前
ぜん

は愛
え

媛
ひめ

県の生産量が第１位でしたが2004年度
以
い

降
こう

和歌山県が第１位となっています。
問８　大豆は東アジア原産の作物で、みそ
やとうふ、しょう油など日本人の食生活
に欠かせない食品の原料となっていま
す。うどんは小麦からつくられます。
問９　アは葉たばこ、イは大豆、ウは茶、
エは米です。
問10　気温が低い時期にビニルハウスな
どを利用して栽培する促

そく

成
せい

栽培は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に冬温
おん

暖
だん

な地方に多く見られます。高
知平野や宮

みや

崎
ざき

平野、熊
くま

本
もと

平野などでは促
成栽培でそれぞれピーマン、きゅうり、
トマトなどを盛んに生産しています。
問11　茨城県の2015年のたまねぎの都道
府県別生産量は第17位で、生産量１位
は北海道です。
問12　奈良盆地では明治から昭和の初め
頃
ころ

までももの生産が盛んでしたが、現在
ではほとんど見られません。
問13　トマトはナス科の植物で、日本に
は江

え

戸
ど

時代に伝わってきましたが、食用
になったのは明治以降です。小麦は三大
穀
こく

物
もつ

の中でとうもろこしに次ぐ生産量
で、日本に伝わってきたのは弥

やよい

生時代と
されています。ぶどうは温帯の作物で、
水はけと日当たりのよい土地を好みま
す。日本では鎌

かま

倉
くら

時代初期から現在の山
やま

梨
なし

県で甲
こう

州
しゅう

種が栽培されてきました。

3　平安時代～鎌倉時代に関する問題
問１　菅

すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

の提案を入れて894年に遣
けん

社会─解答と解説



唐
とう

使
し

を廃
はい

止
し

したのは、宇
う

多
だ

天皇です。
問２　最

さい

澄
ちょう

は805年に比
ひ

叡
えい

山
ざん

に創
そう

立
りつ

した延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を本
ほん

拠
きょ

地
ち

として、天
てん

台
だい

宗
しゅう

を開きまし
た。イは宇

う

治
じ

の平等院鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

、ウは奈
な

良
ら

の東大寺、エは高野山の金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

の場所
です。
問３（１）寝

しん

殿
でん

造
づくり

は平安時代の貴
き

族
ぞく

の住
じゅう

宅
たく

様
よう

式
しき

で、寝殿の南には池が掘
ほ

られ築
つき

山
やま

が
設けられました。書院造は室町時代に成
立した住宅様式、校倉造は東大寺正倉院
などに見られる、柱を使わず三角形の木
材を組み合わせて壁

かべ

を作る建築様式、合
がっ

掌
しょう

造
づくり

は岐
ぎ

阜
ふ

県白
しら

川
かわ

郷
ごう

などで見られる家屋
の建築様式です。
　（２）兼

けん

好
こう

法
ほう

師
し

が徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

を著
あらわ

したのは鎌
かま

倉
くら

時代末期のことです。源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

は 紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

により11世紀初め頃
ころ

書かれた長編
小説で、藤

ふじ

原
わら

氏
し

全
ぜん

盛
せい

時代の貴族社会が描
えが

かれています。枕
まくらの

草
そう

子
し

は10世紀の終わ
りころに書かれた、清

せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の随
ずい

筆
ひつ

集で
す。土

と

佐
さ

日記は紀
きの

貫
つら

之
ゆき

が著した日記文学
です。
問４　９世紀の末頃から各地の豪

ごう

族
ぞく

や有力
農民が勢力を拡

かく

大
だい

するために武
ぶ

装
そう

するよ
うになり、その結果武士が生まれてきま
したが、藤原氏が武士を使って農民から
税を取り立てて勢力を拡大した事実はあ
りません。
問５　院政は白

しら

河
かわ

天皇が藤原氏の勢力を抑
おさ

えるために1086年に始めた政治です。
上
じょう

皇
こう

の居所である院で政治が行われたこ
とから、この名があります。
問６　平

たいらの

清
きよ

盛
もり

は大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修築し、積極
的に宋

そう

との貿易を行いました。日宋貿易
で日本は銅銭や陶

とう

磁
じ

器
き

などを輸入しまし
たが、特に銅銭は大量に輸入され、以後
鎌倉・室町時代を通じて国内に流通する

貨
か

幣
へい

の中心となっていました。
問７　守護は国ごとに置かれ御

ご

家
け

人
にん

を統率
し、軍事や警

けい

察
さつ

などの仕事を行いました。
地頭は荘

しょう

園
えん

や公領ごとに置かれ、年
ねん

貢
ぐ

の
取り立てなどを行いましたが、将

しょう

軍
ぐん

から
任命された御家人がその職務にあたりま
した。
問８　問注所は1184年に設けられ、訴

そ

訟
しょう

や裁
さい

判
ばん

事務にあたりました。政所は鎌倉
幕
ばく

府
ふ

の一
いっ

般
ぱん

事
じ

務
む

などに、侍
さむらい

所
どころ

は御家人
の統制などにあたる機関です。
問９　御

ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

）は、鎌倉幕
府第３代執

しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

により制定され
ました。51カ条からなる日本で最初の
武士のための法典で、武士の慣習や 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

以来の先例などを基準としていて、
土地の相続といった御家人の権

けん

利
り

などに
ついての規定が中心となっています。
問10（１）東大寺南大門は宋

そう

から伝わっ
た大仏様式（天

てん

竺
じく

様式）で1199年に再
建されました。アの法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

金堂は飛鳥文
化、イの唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金堂は奈良時代の天平
文化、ウの薬

やく

師
し

寺
じ

東
とう

塔
とう

は白
はく

鳳
ほう

文化に属し
ます。
　（２）浄

じょう

土
ど

宗
しゅう

を開いたのは親
しん

鸞
らん

の師であ
る法
ほう

然
ねん

です。
問11　借金の帳消しを徳政といい、それ
を命じる法

ほう

律
りつ

を徳政令といいます。貨
か

幣
へい

経
けい

済
ざい

の進
しん

展
てん

などに伴
ともな

い、鎌倉時代の中頃
から御家人の生活は苦しくなっていまし
たが、元

げん

寇
こう

の恩賞が不十分だったため、
経
けい

済
ざい

的
てき

にさらに打撃を受け、次第に幕府
に対する不満が高まりました。幕府は御
家人の困

こん

窮
きゅう

を救うために永
えい

仁
にん

の徳政令を
1297年に出しましたが、大きな効果は
ありませんでした。
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4　室町時代～安土桃
もも

山
やま

時代に関する問題
問１　後

ご

醍
だい

醐
ご

天皇は自ら中心となって建武
の新政を行い、また側近の公家を重用し
ました。その結果武士たちの不満をまね
き約２年で建武の新政は終わりました。
建武の新政による混

こん

乱
らん

ぶりは京都の二条
河原に掲

かか

げられた落書に描かれていま
す。
問２　管領は鎌倉幕府の執

しっ

権
けん

にあたり、
1398年以降は細川・斯

し

波
ば

・畠
はたけ

山
やま

の３家
が任じられるように定まりました。
問３　足利義満が始めた明との貿易は、明
が貿易を統制しこの頃猛

もう

威
い

を振
ふ

るってい
た倭

わ

寇
こう

と区別するために、室町幕府に渡
わた

した勘
かん

合
ごう

を用いて行われたので、この名
があります。勘合貿易で日本は、銅・刀・
硫
い

黄
おう

・扇
おうぎ

などを輸出し、銅銭・絹
きぬ

織
おり

物
もの

・
生糸・陶

とう

磁
じ

器
き

などを輸入しました。
問４　応

おう

仁
にん

の乱
らん

は将軍家内部の対立に、守
護大名の細川勝元と山

やま

名
な

宗
そう

全
ぜん

の対立など
が関係したことなどから1467年に始ま
りました。この争いは11年間続き、そ
の結果京都の町はすっかり荒

こう

廃
はい

してしま
いました。ウは応仁の乱後の京都の荒廃
ぶりを詠んだ書家の飯

いい

尾
お

彦
ひこ

六
ろく

左
さ

衛
え

門
もん

尉
のじょう

の歌です。アは藤
ふじ

原
わら

道
みち

長
なが

が、三女の威
い

子
し

が一
いち

条
じょう

天皇の皇
こう

后
ごう

になる日に詠んだ歌、
イは奈良の都の立

りっ

派
ぱ

な様子を歌った、『万
葉集』に載

の

っている小野老
おゆ

の歌、エは８
世紀前半に遣唐使とともに留学生として
唐に渡

わた

り、のちに唐の高官となった阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

の歌です。
問５　織田信長は尾

お

張
わり

国古
ふる

渡
わたり

城主であった
織田信秀の嫡

ちゃく

男
なん

で、やがて主家の清
きよ

洲
す

織
田氏などの力を凌

しの

いで尾張を統一しまし
た。
問６　鉄

てっ

砲
ぽう

はポルトガル人により1543年

に種子島に伝来したあと、堺や近
おうみ

江国
くに

友
とも

などの鉄
てっ

砲
ぽう

鍛
か

冶
じ

たちにより製造されて日
本国内に普

ふ

及
きゅう

していくようになりまし
た。鉄砲の伝来は、その後の戦法や築

ちく

城
じょう

法
ほう

などを大きく変えることになります。
問７　楽市は市場の税などを廃止し、自由
に商業に従

じゅう

事
じ

できるようにすることを通
して城下町の商工業の発

はっ

展
てん

を図った政
せい

策
さく

です。他に様々な特
とっ

権
けん

を持った座
ざ

を廃止
した楽

らく

座
ざ

も合わせて出されました。
問８　豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による検地を特に太
たい

閤
こう

検地
といいます。この検地により中世から続
いてきた荘園が完全に消

しょう

滅
めつ

し、貴
き

族
ぞく

や寺
社の勢力は一

いっ

層
そう

衰
おとろ

えていきました。イは
指出検地といって戦国大名による検地で
す。土地の持ち主の自

じ

己
こ

申告による検地
だったため、過小に報告されることも多
く見られました。
問９　豊臣秀吉は大仏造立を口実に農民か
ら武器を没

ぼっ

収
しゅう

する刀
かたな

狩
がり

を通して、一
いっ

揆
き

を
防止し兵

へい

農
のう

分
ぶん

離
り

を進め、身分の固定化を
図ろうとしました。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点
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小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各3点×8＝24点
□2　（3）~（5）各3点×3＝9点
　　他各2点×10＝20点
□3　各3点×9＝27点
□4　（2）（4）各3点×2＝6点
　　他各2点×7＝14点

計100点

（配点）

2

（6）

36 37 38

4

3

（4） （5）（3）

33 34 （完答） 35

（1） （2） （3）

21 22

（完答） 

23

色

（1） （2） （3）

51 52 53

cm3

（7） （8） （9）

57 58 59

（1） （2）

29 30 3231

（4）

24

（4）

54

42 43 44 45 46

（1） （2） （3）

47 48 49 50

（4） （5） （6） （7）

（時）

25 26 27 28

（5） （6） （7） （8）

A Ｂ A B

（完答）55 （完答）56

（5） （6）

は
た
ら
き

名
前

は
た
ら
き

名
前

E F G

（7）

39 40 41

E F G

ＢA Ｃ

容器Ｙ

イ ウ ア

エ ア イ

ウ 消化管 イ・ウ・エ

蒸発皿
じょう えん すいか そはつざら

しょうか かん

塩化水素 青

メスシリンダー 64.0 エ

ア ウ イ

えら ア うきぶくろ エ

オ ウ カ ア

北

ウ イ

ウ カ オ ウ

東 19

なし ３ １ Ｂ

白 い け む り が で き る

の 中 は 水 で 満

た し て お く

理科─解答と解説
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た し て お く

理科─解答と解説



【解　説】

1　いろいろな水溶液の性質ついての問題

（1）水溶液をアルコールランプやガスバ

ーナーのほのおなどで強く熱するとき

は、土を焼き固めて作った蒸
じょう

発
はつ

皿
ざら

に入れ

るようにします。これは、蒸発皿がビー

カーや三角フラスコなどとくらべて、強

く熱しても割れにくい性質があるためで

す。

（2）（うすい）塩酸は、においのある気体で

ある塩
えん

化
か

水
すい

素
そ

が水にとけている水溶液で

す。

（3）酸性の水溶液にＢＴＢ溶液を数滴た

らすと液が黄色になり、中性では緑色に、

アルカリ性では青色になります。アンモ

ニア水はアルカリ性の水溶液なので、Ｂ

ＴＢ溶液を加えたときに青色になりま

す。

（4）うすい塩酸とアンモニア水はともに

水に気体がとけた水溶液なので、水が蒸

発するのと同じようにとけていた塩化水

素やアンモニアも蒸発しています。その

ため、２本の試験管の出口のあたりで塩

化水素とアンモニアが反応し、塩化アン

モニウムとよばれる白い固体が新たにで

き、これが白いけむりとなって見えるよ

うになります。

（5）６種類の水溶液のうち、うすい塩酸と

アンモニア水は気体がとけた水溶液なの

で、実験１のように加熱すると水蒸気と

ともにとけていた物質も蒸発してしま

い、蒸発皿の中には何も残らない状態に

なります。一方、固体がとけた食塩水・

石灰水・水酸化ナトリウム水溶液は加熱

した後でとけていた固体が残り、砂糖水

は砂糖が黒くこげたものが残ります。実

験２では、電流を通さない砂糖水以外の

水溶液を用いたときに簡単な電池（この

ようにして作った電池をボルタの電池と

いいます）ができ、それと接続した電子

オルゴールが鳴ると考えられます。これ

らのことから、ベン図のＡで示されるよ

うに加熱して何も残らないものにはあて

はまり、音が鳴ったものにはあてはまら

ない水溶液は、これら６種類の中にはな

いことになります。

（6）ベン図のＣで示されるように、加熱し

て何も残らないものにはあてはまらず、

音が鳴ったものにはあてはまる水溶液

は、食塩水・石灰水・水酸化ナトリウム

水溶液の３つがあります。

（7）ベン図のＤで示される水溶液は、加熱

したときに固体が残り、音が鳴らない水

溶液なので、実験に用いた６種類の水溶

液の中では砂糖水だけになります。

（8）お酢（うすい酢酸水）は、水に液体の酢

酸がとけた水溶液なので、加熱すると水

蒸気とともにとけていた酢酸も蒸発して

あとに何も残りません。また、うすい酢

酸水は電流を通す水溶液なので、図３の

ベン図の中ではうすい塩酸やアンモニア

水と同じようにＢの所にあてはまる水溶

液です。

2　動物の体のつくりについての問題

（1）えらぶたの中にあって、図１のＡのよ

うにおうぎ形に広がった器官は『えら』

で、口から取り込まれた水がこの表面を
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通過するときに、とけていた酸素をでき

るだけたくさん吸収するためのつくりで

す。

（2）図１のＢに見られる半透明の膜でか

こまれた風船のようなものは『うきぶく

ろ』で、この中に空気を入れたりしぼま

せたりすることによって体の大きさを変

化させ、水の中での上下の移動を助けて

います。

（3）ヒトのようなほ乳類や鳥類の心臓に

は４つの部屋があり、肺や全身に血液を

送り出すポンプの役割を行っています。

一方、フナのような魚類の心臓には１つ

の心房と１つの心室しかありません。

（4）図１のＤに見られるような、口からこ

う門までつながった管のようなつくりは

『消化管』とよばれています。口から入っ

た食べ物がこの中を通る間に消化され、

栄養分が体内へと吸収されていきます。

（5）魚類とほ乳類の体の中には背骨があ

って、体を支えるのに役立っています。

また、鳥類とほ乳類は脳の中で調節して

体温をほぼ一定に保つことができます

が、魚類はまわりの水温によって体温が

変化してしまいます。フナの卵は１mm

〜1.5mmの大きさであるのに対し、ヒト

の卵子の大きさは0.14mmほどしかあり

ません。このような大きさのちがいがあ

るのは、卵の中にふくまれる栄養分だけ

でふ化しなければならない魚類にくらべ

て、ほ乳類は子宮の中で母親から栄養分

をもらうことができるためです。魚類の

心臓から送り出された血液は、はじめに

えらの中を通過して気体の交かんを行

い、そのあとに全身へと流れていきます。

（6）血液中に見られる固体成分のうち、最

も大きい図２のＧが白血球、その次に大

きくて赤色をしたＥが赤血球、最も小さ

いＦが血小板です。

（7）酸素はＥの赤血球にふくまれるヘモ

グロビンという色素と結びつくことによ

って体の各部へと運ばれています。Ｆの

血小板は血液を固めるはたらきがあり、

このようなかたまりを作ることによって

傷口をふさぐことに役立っています。Ｇ

の白血球は、アメーバのように形を変え

て体内に入った細菌を食べるようにして

ころしています。

3　星座の観察についての問題

（1）『Ｗの形』をした星座や、水をくむ『ひ

しゃくのような形』をした７つの星の集

まりである北斗七星が見られるのは北の

夜空です。

（2）『Ｗの形』に星がならんでいるＡの星

座はカシオペヤ座です。『ひしゃくのよ

うな形』をしたＣの北斗七星はおおぐま

座の一部にあたります。カシオペヤ座と

北斗七星の中間にあって、時間が経過し

ても動くことのない星Ｄの北極星をふく

む星座Ｂがこぐま座です。北極星は２等

星なので１等星にくらべると少し暗いで

すが、つねに北の方角にある比較的明る

い星なので、北を示す目印の星になって

います。

（3）地球は１日に１回転するように西か

ら東へと自転しているため、時間ととも

に夜空に見える星が少しずつ動いている
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ように見えます。また、図１の星Ｄ（北

極星）は北極点の頭上で地軸を延長した

先にあるため、地球が自転しても北極星

の場所だけはずっと変わらず、そのまわ

りの星や星座が北極星を中心に反時計回

りに動いていくように見えます。このこ

とから、２時間後のカシオペヤ座の位置

はウの方向にずれていると考えられま

す。

（4）地球は１年をかけて太陽のまわりを

公転しているため、同じ時刻で北の空に

見られる北極星のまわりの星や星座は、

１日に約１度、１か月では約30度だけ

反時計回りに動いているように見えま

す。

（5）ひしゃくのような形をした北斗七星

の先たんの長さを①として、その方向に

およそ５倍の長さだけ延長した先に北極

星があります。

（6）星座早見は、窓の部分をどんなに回転

させても場所が変化しない円板の中心に

北極星がえがかれているので、この近く

にあたる図２のＦが北の空を示していま

す。また、星座早見は頭上にかざして（ひ

っくり返して）使用するので、東と西は

地図とは反対の位置になり、星座早見の

左側が東の空を、右側が西の空を示して

います。これらのことから、図２のＥに

は東と書かれていることがわかります。

（7）地球の自転によって１時間あたり、

360÷24＝15（度）ずつ星が動いて見える

ことから、15日後（およそ１か月の半分

すぎた後）に星を同じ位置に見るために

は現在の時刻より１時間前に観察すれば

よいことがわかります。したがって、星

座早見の目もりを動かすことなく２月

16日の20時と同じ位置に同じ星が見ら

れるのは、３月２日ごろの19時になる

はずです。

4　気体の発生とその性質についての問題

（1）容器内にたまった気体の量の分だけ

水が押しのけられることから、減った水

の体積が実験によって発生した酸素の体

積とほぼ等しくなります。このような、

液体の体積を比較的正確に測定する必要

がある実験には、容器Ｙのような目もり

のついたメスシリンダーを用います。

（2）メスシリンダーなどのように目もり

のついた器具を使うときは、その器具に

ついている最小目もりの 1
10 まで目分

量（目で見たおおよその数値）で読み取ら

なければならないので、図２のように１

cm3（１mL）ずつの目もりのついたメスシ

リンダーでは、小数第１位までの数字で

答えることになります。すると、図２で

水面が平らになった場所がちょうど

『64』の目もりと重なっていることから、

減った水の体積は『64.0cm3』と読み取る

ことが正しい答えとなります。

（3）発生する気体が空気より重いか軽い

かに関係なく、酸素などのように水にと

けにくい気体を集めるときには、容器内

北
東 西
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に満たされた水と発生した気体を置きか

えながら集める水上置
ち

換
かん

法を用いるのが

よいです。この方法では、発生した気体

がまわりの空気と混ざることが少なく、

比較的純粋な気体が集められるという利

点があります。

（4）酸素を発生させる前に、容器の中は完

全に水で満たしておかないと純粋な気体

が集められないだけでなく、発生した酸

素の体積と容器内に集められた気体の体

積とのずれが大きくなってしまいます。

（5）無色透明な液体である過酸化水素水

（オキシドール）にふくまれる過酸化水素

が分解されることによって酸素が発生し

ます。このとき、分解を助けるはたらき

（これを触
しょく

媒
ばい

という）のある黒い固体の二

酸化マンガンを加えると、酸素がはやく

発生するようになります。

（6）炭酸カルシウムを主成分とした石灰

石や大理石・卵のから・貝がらなどに、

うすい塩酸を加えることによってこれら

をとかすと二酸化炭素が発生します。

（7）酸素の発生が始まってからの時間が

同じものどうしで上の表と下の表をくら

べると、どの時間においても薬品（過酸

化水素水）の濃さが６％のときの方がた

くさんの気体が集められていることがわ

かります。したがって、薬品の濃さが濃

くなるほど同じ時間に発生する酸素の量

は多くなるといえます。

（8）上の表において薬品の濃さが３％の

ときは、発生し始めてからおよそ30分

後にたまる気体の量がほとんど増えなく

なっていて、酸素の発生がほぼ終わって

いると判断することができます。同様に

下の表で濃さを６％にしたときでもおよ

そ30分後に酸素の発生がほぼ終わって

いることがわかります。このことから、

薬品の濃さを変えても酸素が発生し終わ

るまでの時間はあまり変わらないといえ

ます。

（9）上の表において薬品の濃さが３％の

ときは最大でおよそ105cm3の酸素が発

生していて、下の表において２倍の濃さ

である６％の薬品を用いたときは、最大

で発生した酸素の量もおよそ２倍となる

210cm3になっていることがわかります。

このことから、グラフで示されたように

発生した酸素の最大量がおよそ70cm3に

なるのは、薬品の濃さが６％の70÷210

＝ 1
3 （倍）となった、6×

1
3 ＝2（％）

のときであると考えられます。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点
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【
解　

説
】

　

�　

外と

山や
ま

滋し
げ

比ひ

古こ

の
「
読
書
の
方
法
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

筆
者
の
文
章
が
教
科
書
に
載の

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
こ
ろ
の

こ
と
で
す
。
見
知
ら
ぬ
中
学
の
生
徒
か
ら
、
先
生
の
文
章
は
間ま

違ち
が

っ
て
い

る
と
い
う
抗こ
う

議ぎ

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
し
か
に
中
学
生
に
は
難な
ん

解か
い

な
文

章
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
間
違
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
と
は
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
筆
者
は
、
か
ん
た
ん
に
教
科
書
が
間
違
っ
て
い

る
と
い
う
中
学
生
や
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
ら
し
い
、
国
語
の
先

生
に
怒い
か

り
を
感
じ
、
き
び
し
い
口
調
で
考
え
違
い
を
正
す
手
紙
を
送
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
に
な
っ
て
み
る
と
、
自
分
は
そ
の
抗
議
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
読
み
の
本
質
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
、
感
謝
の
気
持
ち

さ
え
い
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
一　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

ａ�　
「
骨ほ
ね

が
折
れ
る
」
と
い
い
ま
す
。
と
て
も
苦
労
す
る
こ
と
を
表
し

ま
す
。

　

ｂ�　
「
背せ

を
向
け
る
」
と
い
い
ま
す
。
相
手
に
し
な
い
と
い
う
態
度
を

表
し
ま
す
。

　

ｃ�　
「
影か
げ

が
さ
す
」
と
い
い
ま
す
。「
影
が
さ
す
」
と
は
姿す
が
た

が
見
え
る

こ
と
を
表
し
ま
す
。

問
二　

ま
ず
「
抽ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的
で
」
と
い
う
批ひ

判は
ん

に
対
し
て
、「
抽
象
的
と
言
わ

れ
る
け
れ
ど
も
…
…
」
と
筆
者
が
反は
ん

論ろ
ん

し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し

ょ
う
。
次
に
筆
者
は
「
難
解
だ
と
い
う
批ひ

評ひ
ょ
う

な
ら
…
…
」
と
反
論
し
て

い
ま
す
か
ら
、「
抽
象
的
で
」
と
い
う
批
判
の
ほ
か
に
「
難
解
だ
」
と

い
う
批
判
も
よ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
三　

そ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
「
誤あ
や
ま

っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
は
聞
き
ず
て
で
き
な
い
」「
い
か
に
相
手
が
中
学
生
だ
か
ら
と

て
、
許
せ
な
い
と
思
っ
た
」
と
、
か
れ
ら
の
思し

慮り
ょ

の
な
さ
に
た
い
へ
ん

腹は
ら

を
立
て
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
い
ま
」
に
つ
い
て

は
、「
い
ま
で
は
む
し
ろ
…
…
感
謝
し
た
い
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
い

る
」
に
そ
の
気
持
ち
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
気
持
ち
の
変
化
を

書
く
だ
け
で
は
な
く
、「
読
み
の
本
質
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
、
そ
の
変
化
の
理
由
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
四　

直
後
の
「
む
し
ろ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
く
ら
い
で
あ
る
」
に
と
ら
わ

れ
る
と
、
筆
者
が
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
、
筆
者
は
こ
の
中
学
生
を
「
許
せ
な

い
」
と
思
い
、
つ
い
、
た
い
へ
ん
き
び
し
い
手
紙
を
書
い
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
辞
書
で
意
味
を
た
し
か
め
た
か
ら
、
こ
の

文
章
は
間
違
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
な
中
学
生
に
腹
を
立
て

て
、
そ
し
て
「
い
か
に
も
中
学
生
ら
し
い
」
と
、
そ
の
未み

熟じ
ゅ
く

さ
を
き
び

し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
す
。「
ほ
ほ
え
ま
し
い
く
ら
い
」と
い
う
の
は
、

ほ
ん
と
う
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
お
さ
な
い
ん
だ
な
と
、
あ
き
れ

て
い
る
の
で
す
。

1
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問
五　

こ
の
後
に
「
こ
う
な
っ
て
は
、
も
う
大
人
気
な
い
、
な
ど
と
は
言

っ
て
い
ら
れ
な
い
。
返
事
を
書
か
ざ
る
を
得
ま
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
表
現
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
「
大
人
気
な
い
」
と
考
え

て
、
返
事
を
書
く
こ
と
を
や
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
理

解
で
き
ま
す
。

問
六　

ア
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
に
「
先
生
に
き
い
た
ら
よ
さ
そ
う
な
も

の
だ
」「
ま
っ
先
に
先
生
の
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
行
っ
て
報
告
し
て
し
か

る
べ
き
」「
そ
れ
な
の
に
、
先
生
の
こ
と
が
、
ひ
と
こ
と
も
文
面
に
は

あ
ら
わ
れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
か
れ
ら
が
通
告
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
の
「
先
生
」
は
、
中
学
生
た
ち
の
先
生
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
「
先
生
」
は
筆
者
の
こ
と
で
、中
学
生
た
ち
は
、

自
分
の
「
先
生
」
に
は
相
談
せ
ず
に
、
教
科
書
の
筆
者
に
「
欠け
っ

陥か
ん

教
材

だ
」
と
通
告
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。
筆
者
が
「
非
礼
」
な
中
学

生
だ
と
考
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
イ
～
エ
は
、
い
ず
れ
も
か
れ

ら
の
「
国
語
の
先
生
」
を
さ
し
て
い
ま
す
。

問
七　

こ
の
後
の
二
つ
の
段だ
ん

落ら
く

に
、
そ
の
理
由
が
一
つ
ず
つ
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
は
じ
め
の
段
落
に
は
、「
国
語
の
先
生
が
い
な
い
」
そ

れ
と
も
「
き
い
て
も
答
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
頼た
よ

り
な
い
先
生
な
の
か
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
設
問
文
の
「
こ
ど
も
た
ち
に
…
…
だ
と
思

わ
れ
て
い
る
」
に
あ
て
は
ま
る
の
は
「
頼
り
な
い
先
生
」
で
す
。
さ
ら

に
次
の
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ざ
と
お
も
て
に
出
て
こ
な
い

「
き
た
な
い
大
人
」
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
は
「
Ｂ
」
に

あ
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
が
先
生
が
文
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い

理
由
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
八　

こ
の
後
に
筆
者
が
書
い
た
手
紙
の
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
、
こ
と
ば
と
そ
れ
が
あ
ら
わ
す
も
の
ご
と
と
の
間
に
は
「
必

然
的
な
関
係
」
は
な
い
こ
と
が
く
わ
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
学

生
た
ち
が
「
こ
と
ば
と
そ
れ
が
あ
ら
わ
す
も
の
ご
と
」
と
の
間
に
「
必

然
的
な
関
係
」
が
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
違
い
を
正
そ

う
と
し
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
説
明
の
中
に
「
イ
ヌ

と
い
う
こ
と
ば
と
、
イ
ヌ
と
い
う
動
物
の
間
に
は
、
た
し
か
に
関
係
は

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
日
本
の
社
会
で
つ
く
っ
た
約
束
に
よ
る
関
係
に
す

ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
中
学
生
た
ち
は

「
約
束
に
よ
る
関
係
」
を
「
必
然
的
な
関
係
」
だ
と
誤
解
し
た
の
だ
ろ

う
か
ら
、
そ
れ
が
間
違
い
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
い
う
筆

者
の
意
図
が
見
て
と
れ
ま
す
。
ま
た
「
な
る
べ
く
冷
静
に
」
と
い
う
の

は
、
自
分
が
冷
静
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
出
て

き
た
こ
と
ば
で
す
。
同
じ
こ
と
は
、「
中
学
生
を
相
手
に
む
き
に
な
っ

た
手
紙
を
書
く
の
は
、（
書
き
そ
う
な
気
が
し
た
）」
の
部
分
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

問
九　

ま
ず
「『
こ
と
ば
と
そ
れ
が
あ
ら
わ
す
も
の
ご
と
』
の
間
に
必
然

的
な
関
係
が
あ
れ
ば
、世
界
中
の
こ
と
ば
は
同
じ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
」

と
い
う
の
が
、
必
然
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
決
め
手
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
世
界
中
の
こ
と
ば
が
同
じ
で
は
な
い
と

い
う
事
例
が
、
必
然
的
な
関
係
の
な
い
こ
と
の
証し
ょ
う

拠こ

と
な
り
ま
す
。
ウ

以
外
は
い
ず
れ
も
、
違
う
こ
と
ば
が
存そ
ん

在ざ
い

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
ウ
だ
け
が
根こ
ん

拠き
ょ

に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
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�　

井い
の

上う
え

靖や
す
し

の
「
晩ば
ん

夏か

」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

本
文
に
は
、
夏
の
あ
い
だ
都
会
か
ら
や
っ
て
き
た
避ひ

暑し
ょ

客
た
ち
に
自
分

た
ち
の
海
を
う
ば
わ
れ
、
そ
の
は
な
や
か
な
姿
に
圧あ
っ

倒と
う

さ
れ
て
、
引
け
目

さ
え
感
じ
て
い
た
村
の
子こ

供ど
も

た
ち
が
、
海
が
自
分
た
ち
の
も
と
へ
戻も
ど

っ
て

く
る
の
と
同
時
に
、
自
信
を
回
復
し
て
い
く
よ
う
す
が
え
が
か
れ
て
い
ま

す
。

　

砧き
ぬ
た

き
ぬ
子
も
ほ
か
の
避
暑
客
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
村
の
子
供
た
ち
と

は
ま
っ
た
く
無む

縁え
ん

の
存
在
の
は
ず
で
し
た
が
、
ほ
か
の
避
暑
客
た
ち
が
都

会
に
帰
っ
て
い
っ
て
も
、
彼か
の

女じ
ょ

だ
け
は
海
岸
に
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
自

身
も
海
と
い
っ
し
ょ
に
、
村
の
子
供
た
ち
の
世
界
に
と
り
残
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
天
上
か
ら
地
上
に
降お

り
立
っ
た
と
表
現
し
た

の
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
人
形
か
ら
同
じ
世
界
に
住
む
人

間
に
な
っ
た
砧
き
ぬ
子
の
美
し
さ
に
気
づ
き
、
心
を
と
き
め
か
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
問
一　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ａ�　
「
耳
を
傾か
た
む

け
る
」
と
い
い
ま
す
。
注
意
し
て
聴き

い
て
い
る
こ
と
を

表
し
ま
す
。

　

ｂ�　
「
口
が
き
け
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
も
の
を
言
お
う
と
し
て
も
言

え
な
い
よ
う
す
を
表
し
ま
す
。

　

ｃ�　
「
お
目
に
か
か
れ
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
会
う
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
表
し
ま
す
。

問
二　
「
私わ
た
し

が
特
に
こ
の
季
節
が
好
き
な
の
は
、
私
が
、
夏
場
だ
け
海
水

浴
湯
で
賑に
ぎ

わ
う
半
島
の
漁
村
を
故こ

郷き
ょ
う

に
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
生
い
育

っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
段
落
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
「
や

っ
と
の
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
自
分
た
ち
の
も
の
を
取
り
戻
そ
う
と
し

て
い
る
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。
海
が
戻
っ
て
く
る
の
が
う
れ
し
く
て
、

「
子
供
た
ち
は
、
急
に
い
き
い
き
と
し
た
眼
つ
き
に
な
り
、
今
ま
で
何

と
な
く
気
が
ひ
け
て
、
片か
た

隅す
み

で
小
さ
く
な
っ
て
い
た
浜は
ま

を
、
全ぜ
ん

裸ら

の
姿

で
た
れ
憚は
ば
か

る
こ
と
な
く
走
り
廻ま
わ

り
出
す
」
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

問
三　

こ
れ
ら
は
み
な
、
都
会
の
避
暑
客
た
ち
と
そ
れ
を
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

す
る
も
の

で
す
。
避
暑
客
が
ひ
き
上
げ
る
と
同
時
に
こ
れ
ら
も
引
き
上
げ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
を
「
都
会
の
多
く
の
き
ら
び
や
か
な
物
が
村
か
ら
引
き
上

げ
て
行
っ
て
…
…
」
と
く
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

避
暑
客
た
ち
は
、
た
だ
避
暑
客
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
た
い
へ
ん
「
き
ら
び
や
か
な
物
」
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
か
れ
ら
が
滞た
い

在ざ
い

し
て
い
る
あ
い
だ
、
子
供
た
ち
は
「
何
と
な

く
気
が
ひ
け
て
、
片か
た

隅す
み

で
小
さ
く
な
っ
て
い
た
」
の
で
す
。
か
れ
ら
が

い
な
く
な
る
と
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
四　

都
会
の
避
暑
客
の
前
で
は
、
子
供
た
ち
は
片
隅
で
小
さ
く
な
っ
て

い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
避
暑
客
た
ち
は
あ
こ
が
れ
の
的
で
は
あ

り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
に
は
縁
の
な
い
存
在
に
思
え
た
の
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
砧
き
ぬ
子
も
自
分
た
ち
に
は
全
く
違
っ
た
世
界
の
「
高
価

な
人
形
」
と
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
避

暑
客
が
い
な
く
な
る
と
事
情
は
変
わ
り
ま
す
。
い
ま
の
海か
い

浜ひ
ん

は
田
舎
の

子
供
た
ち
の
も
の
で
す
。
そ
こ
に
残
さ
れ
た
砧
き
ぬ
子
は
、
い
ま
は

「
天
上
か
ら
地
上
に
降
り
立
っ
て
来
た
」
存
在
、
自
分
た
ち
の
身
近
に

い
る
「
美
し
い
少
女
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

2
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問
五　
「
天
上
」
と
は
砧
き
ぬ
子
を
は
じ
め
と
し
た
避
暑
客
た
ち
の
住
む

世
界
で
あ
り
、
夏
が
終
わ
れ
ば
か
れ
ら
が
帰
っ
て
い
く
世
界
で
す
。
し

か
し
、
砧
き
ぬ
子
は
夏
が
終
わ
っ
て
も
帰
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ま
る
で

彼か
の

女じ
ょ

が
、
田
舎
の
子
供
た
ち
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

た
の
で
す
。

問
六　

な
ぜ
村
の
子
供
た
ち
は
砧
き
ぬ
子
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
が
る

の
で
し
ょ
う
。
根
本
的
に
は
、
み
な
、
砧
き
ぬ
子
に
「
思し

慕ぼ

の
情
」
を

燃
や
し
た
か
ら
で
す
。
き
ぬ
子
に
ふ
り
む
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
で
も
、

も
し
彼
女
が
村
の
子
供
た
ち
を
自
分
た
ち
と
は
無
縁
の
存
在
だ
と
思
っ

て
い
れ
ば
、
彼
女
は
自
分
た
ち
を
無
視
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
女

が
怖こ
わ

い
顔
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
砧
き
ぬ
子
が
村
の
子
供
た
ち
を
ま

っ
た
く
無む

視し

す
る
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
に
心
を
動
か
し
も
す
る
の

だ
と
い
う
証
拠
に
な
り
ま
す
か
ら
、
今
後
、
き
ぬ
子
は
も
っ
と
自
分
た

ち
に
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分

た
ち
と
砧
き
ぬ
子
と
は
同
じ
世
界
に
立
っ
て
い
る
人
間
同
士
だ
と
い
う

こ
と
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
砧
き
ぬ
子
の
「
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
置

け
な
い
よ
う
な
美
し
い
も
の
」
こ
そ
、
彼
女
と
村
の
子
供
た
ち
と
を
へ

だ
て
る
「
不ふ

倶ぐ

戴た
い

天て
ん

と
い
う
言
葉
の
意
味
に
近
い
も
の
」
で
す
か
ら
、

村
の
子
供
た
ち
は
こ
れ
を
乗
り
越こ

え
な
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
き
ぬ
子
に

近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
七　
「
魚
を
持
っ
て
来
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
、
日
常
的
に
使
う
こ
と

ば
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
よ
そ
行
き
の
言
葉
」
で
す
。
し
か
し
、
返
事

が
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、次
に
は
「
魚
を
持
っ
て
来
た
！
」
と
「
大
声
」

を
出
し
ま
す
。
最
後
の
「
父
ち
ゃ
ん
が
上
げ
て
お
い
で
っ
て

―
」
と

い
う
の
は
嘘う
そ

で
す
。
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
は
自
分
が
い
ち
ば
ん
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
は
や
く
話
を
切
り
あ
げ
た
く
て
「
憤お
こ

っ
た

よ
う
」
な
こ
と
ば
に
な
る
の
で
す
。

問
八　
「
毎
日
の
よ
う
に
彼
女
を
や
っ
つ
け
て
い
る
手
前
、
私
に
は
彼
女

の
家
に
行
く
こ
と
は
有あ
り

難が
た

い
役
目
で
は
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

「
彼
女
を
や
っ
つ
け
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
天
上
の
存
在

で
あ
る
砧
き
ぬ
子
を
自
分
た
ち
の
世
界
に
ひ
き
ず
り
お
ろ
し
て
、
よ
り

身
近
な
存
在
に
し
よ
う
と
い
う
努
力
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
砧
き
ぬ
子
の
家
に
魚
を
と
ど
け
、
代
金
を
も
ら
う
と
い

う
の
で
は
、二
人
の
身
分
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
卑ひ

賤せ
ん

な
行
為
の
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
は
そ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
お
金
を
も
ら
っ
て
き
た
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

�　

敬け
い

語ご

の
知
識
を
問
う
問
題
で
す
。

　

①�　

先
生
の
動
作
で
す
か
ら
、「
く
る
」
を
尊そ
ん

敬け
い

語ご

で
表
現
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

②　

先
生
の
動
作
で
す
。「
く
れ
る
」
を
尊
敬
語
に
な
お
し
ま
す
。

　

③�　
「
み
な
さ
ん
」
の
動
作
で
す
か
ら
、「
た
べ
る
」
を
尊
敬
語
に
し

ま
す
。

　

④�　

も
ら
っ
た
の
は
「
私
」
で
す
か
ら
「
も
ら
う
」
を
謙け
ん

譲じ
ょ
う

語ご

に
あ
ら

た
め
ま
す
。

　

⑤　
「
わ
た
し
」
の
動
作
で
す
。「
い
く
」
の
謙
譲
語
を
使
い
ま
す
。
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